
 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

○今月の巻頭言･･･････････････････････････････････････Ｐ１ 

★あれから４０年・・・ 

柏崎市教育委員会 委員長職務代理者 藤林 敦子 
○教育センターだより ································ Ｐ２ 
★アクセス（教育研究班） ·························· Ｐ２ 
★プロジェクト Ｋ（科学技術教育センター） ·········· Ｐ４ 
★心の窓（教育相談班） ···························· Ｐ８ 

○青少年育成センターだより ·························· Ｐ９ 
○９月の行事予定表 ································ Ｐ１１ 
○所員随想「つれづれ」 ···························· Ｐ１１ 
★「晴れ」の効果  科学技術教育センター協力員 渥美 猛 
 
 
 
 

教育センター・育成センター所報 

  

ヒトリシズカ 

平成２７年８月号 

柏崎市立教育センター 柏崎市青少年育成センター 

第 35回 中高生と大人の座談会  ８月９日（日）会場：市民プラザ 



- 1 - 

 

今月の巻頭言 

 

あれから４０年・・・ 

 

柏崎市教育委員会 

委員長職務代理者 藤林 敦子 

 

 

今年の夏は厳しすぎますね。 

柏崎市消防署管内で７月の１か月間で熱中症と疑われる症状で４２人が救急搬送され、前年の２

０人から倍以上に増加。高齢者の搬送が約６割を占め、７月１３日に最も暑い３６、９度を記録し

た。（柏崎日報８／３付）まだまだ暑くなるそうです。 

私事ですが、８月１日、日本三代名湯の松之山温泉に都会の喧騒を離れ？（安田在住ですが）シ

ニア家族三人で行って参りました。 

隣に住む娘家族が旅行のため愛犬(チワワ)を置いていったので、私たちが連れての旅でした。初め

ての美人林は感動しました。これは、足を運ぶ価値があると思いました。 

冬も美しいそうです。「大地の芸術祭」のため大型バスの観光客の多さにも驚きました。 

そして、いよいよ温泉。（この暑さの中、温泉に向かっていることに少し違和感） 

心のこもったおもてなしに身を任せた時間のすばらしいこと・・・・・ 

“カラダが３℃ ココロが１０℃あったまる”のキャッチフレーズは本当でした。 

明朝５時半、愛犬にかけよってきた合宿中の女子高校生三人と会話する機会がありました。 

千葉県市川市国府台の女子高等学校の吹奏楽部５０人位の大所帯でした。 

私が１９・２０・２１・２２歳を過ごした市川市の高校生に会えたことは偶然ですが、その５、

６分のうちに、私は女子大生の頃にタイムスリップしてしまいました。 

思い出が走馬灯のように駆け巡り・・・ 

親もとを離れた１８歳(親の苦労が今になってわかる)、部活動に没頭した４年間(合宿は厳しくも美

しい思い出)、イギリスでの留学（湿気の無い夏を体験）、 

そして主人との青春時代・・・結婚、出産、育児、子供たちの受験、 

子供たちの結婚、出産、育児・・・・・(歴史は、くりかえされている) 

 「おばあちゃんは生まれたときからおばあちゃんではなかったのよ。このおねえちゃんたちのよ

うに一生懸命やりたいことやってきたよ。今もがんばっているよ。昔取った杵柄の昔って高校生の

みなさん！今だよ！部活動・ばんざい！合宿ばんざい！」  

 愛犬に語りかけると、愛犬は私を見上げ、「そうなんだぁ・・」と。  

ああ・・・あれから４０年！！！！！！ 

現在は道の駅で、野菜を見るのも、買うのも好きです。（ふつうのおばあちゃん！） 

かぼちゃ、ゴーヤなど買って帰りまた主婦業に専念です。家族の健康を守るのはわたし！ 

この暑さに負けないように強いカラダとココロをつくるお料理を研究・実践中です。 

 厳しいこの夏、しっかり食べて睡眠あるのみです。がんばりましょう＊＊＊＊＊＊＊
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■研修講座より抜粋 

 「柏崎の美術館」で心の栄養 

◆7/31（金）美術館めぐり～ギャラリー三余堂と木村茶道美術館～ 

講師：ギャラリー三余堂 代表 相澤 陽一 様・木村茶道美術館 館長 石黒信行 様 

 この講座は、柏崎市内の美術館、ギャラリー三余堂と木村茶道

美術館を巡る講座でした。まず、ギャラリー三余堂では、代表の

相澤陽一様から「文化、芸術は心の栄養、命を励ますエネルギー」

という旨のお話がありました。また「美はわかるものではなく感

じるものである」とのことで、参加者は各々が展示されている絵

の中から気に入った絵を一枚選び、互いに感じたことを述べ合い

ました。 

 次に一行は木村茶道美術館へ向かい「涼風茶席」というお題目

で、おもてなしによる涼しさを感じながらお茶をいただきました。

その後、石黒館長の解説で「渡来茶碗」と「書」の展示品の見学

もさせていただきました。 

参加された先生方の感想には「柏崎の美術館を巡り、直接解説

をお聞きすることで柏崎の文化に深く触れることができました」

「まずは教師が体験しなければ柏崎を語れないし、故郷を愛する

子どもを育てることはできないと感じました」など、「ふるさと

柏崎に愛着と誇りをもつ子どもの育成」へ向け思い描かれた研修

となったことがうかがえました。 

 

 共通点や違いを学ぶことで、ふるさと柏崎に対する愛着と誇りをもち教育観を高める 

◆8/5（水）柏崎の文化財めぐり～北国街道 椎谷・米山町～ 

講師：文化財保護審議会副会長 尾崎 忠良 様・文化財保護指導委員 中山 博迪 様 

 この講座は、同じような「妻入り造り」の景観をもつ北国街

道の椎谷と米山町を訪問し、歴史と文化に触れる研修会でした。

まず午前は、文化財保護審議会副会長の尾崎忠良様をお招きし

て椎谷を散策しました。陣屋、馬市史跡、椎谷観音堂、香取神

社、栄寿丸石鳥居、頓入坊入定窟、芭蕉の句碑と見学し、その

後ふれあいセンターで尾崎様よりご講話いただきました。 

 昼食をはさんで午後は 40km 離れた米山町を文化財保護指

導委員の中山博迪様の案内で散策しました。聖が鼻、松田伝十

郎の碑、妻入り造り景観見学、鉢崎関所跡、松田伝十郎生家、

俵屋前と見学した後、米山コミセンにて中山様よりご講話いた

だきました。 

参加された先生方の感想には「椎谷と米山の歴史を学び、柏

崎は文化の香り高い土地であることがわかりました」「この町

に誇りをもち、この町を愛しておられる講師の方々よりお話が

聞けてよかったです」「それぞれの町の地理的・歴史的背景を

知り、比較することで、より深く柏崎を知ることができました」

等、充実した講座であったことがうかがえました。 

 

相澤陽一様のお話を聞く受講生 

石黒信行様の解説で展示品を見る受講生 

妻入り造りの町並み（米山町） 

妻入り造りの町並み（椎谷） 
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■ 柏崎教育情報支援システム/コンテンツサーバ情報 

資料を登録しました 

◆柏崎教育情報支援システム 

実施日 講座名／資料名 

7/27 一日で学ぶWordステップアップ講座 

Word2010 ステップアップ講座.pdf（第 1 版） 
Word ステップアップ講座演習例題１.docx（演習用例題） 
Word ステップアップ講座演習例題２.docx（演習用例題） 
Word ステップアップ講座演習例題３.docx（演習用例題） 
Word ステップアップ講座演習例題４.docx（演習用例題） 
差し込み文書例.docx（演習用データ） 
受講者名簿.xlsx（演習用データ） 
受講者名簿名前定義.xlsx（演習用データ） 

7/28 一日で学ぶ Excelステップアップ講座 

Excel2010 ステップアップ講座.pdf（第 1 版） 
Excel ステップアップ講座例題１.xlsx（演習用例題） 
Excel ステップアップ講座例題２.xlsx（演習用例題） 
Excel ステップアップ講座追加例題.xlsx（演習用追加例題） 

7/30 PowerPointステップアップ講座 

PowerPoint ステップアップ講座.pdf（第 1 版） 
PowerPoint ステップアップ講座演習例題１.pptx（演習用例題） 
PowerPoint ステップアップ講座演習例題２.pptx（演習用例題） 
PowerPoint ステップアップ講座演習例題２完成例.pptx 

8/6 ICT活用ワークショップ 

ICT 活用ワークショップレジュメ.pdf（レジュメ） 
ICT 活用 WS グループ討議記入用紙.pdf（参加者記入後のスキャンデータ） 

8/7 情報モラルワークショップ 

情報モラルワークショップレジュメ.pdf（レジュメ、参考資料など） 
LINE 利用方法.pdf（SNS 体験資料） 
twitter.pdf（SNS 体験資料） 
facebook.pdf（SNS 体験資料） 
20150807 メディア共同宣言に向けて.pptx（共同宣言のポイント説明用プレゼン） 
20150807 情報モラル指導事例.pptx（小学校高学年～中学生向け指導用プレゼン） 
啓発資料市内向け.pdf（保護者向け啓発資料、市内向け） 
啓発資料市外向け.pdf（保護者向け啓発資料、市外向け） 
情報モラル WS グループ討議記入用紙.pdf（参加者記入後のスキャンデータ） 

 

■ 情報関連講習会のご案内 

9月に実施される講習会 

◆H27.09.30(水) 疑問やトラブルに答える フリーQ&A その４ 

 ICT 活用に関すること、パソコンのトラブルや疑問など、自由に相談できる機会を設けました。他の講座

のような事前申し込みは不要ですが、前日までにメールや電話で相談内容をご連絡ください。 

 

■ セキュリティ情報 

セキュリティホール情報 

 マイクロソフトより、8 月 12 日付で 8 月の定期更新として、Windows などの重要な更新が公開されまし

た。最大深刻度「緊急」が 4 件、「重要」が 10 件です。まだ Update が済んでいないようでしたら、至急

Windows Updateなどを実施していただくようお願いします。 
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兵 
柏崎刈羽地区科学技術教育センターだより 

 

【研修会・事業の様子】 

☆自然体験で心に栄養を！先生方自らが自然を楽しまなくちゃ子どもたちには語れない。 

夏休みはいかがでしたか。とは言っても休みなのは児童生徒だけであって、先生方は部活・研修の毎日

だったかと思います。教育センターでは先生方の心のリフレッシュにもなる自然体験研修を開いてきまし

た。 

 

夏休み自然体験研修 その１ 宿泊野外研修「赤城周辺と尾瀬の旅」 

◇日時  ８月１・２日（土・日） 

◇講師  瑞穂中学校 校長  岸 勝巳 様 

 ♪夏が来れば 思い出す はるかな尾瀬 遠い空♪ 

誰もが知っている唱歌「夏の思い出」、その舞台である尾瀬と日本

百名山に挙げられている赤城山に行ってきました。１日目は本州最

大の高層湿原である尾瀬を散策しました。数千年以上の長い時間を

要する大いなる自然の営みを感じながら、青い空と湿原、至仏山、

燧ケ岳の雄大さに心洗われるひと時でした。キンコウカが見事に咲

き、コバギボウシやナガバノモウセンゴケなど多くの植物を観察す

ることができました。２日目は２グループに分かれ、黒檜山を登山する“健脚登山コース”と覚満淵を中

心に植物観察をする“ゆったり散策コース”でそれぞれ活動を行いました。講師の岸先生とともに、植物

研究グループの先生から多くの植物の名前や特徴を教えていただきました。天気にも恵まれ、自然を満喫

した２日間でした。 

 この宿泊野外研修は教育センター科学班の目玉研修会です。この研修を楽しみにして、毎年参加してく

ださる方も多くいらっしゃいます。夏休みの気持ちにゆとりがある時に、多くの方に参加していただきた

い研修会です。まだ、参加したことがない先生方はぜひお仲間を誘って来年度以降ご参加ください。一緒

に自然体験を楽しみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み自然体験研修 その２ 谷根川上流渓流ウォーク 

◇日時  ８月６日（木） 

◇講師  夢の森公園スタッフ  中村 拓郎 様   元井 麻未 様 

サケの遡上で知られる谷根川の上流を歩くことで、流れる水の力を感

じたり、生活を支える水環境を考えたりする研修を行いました。 

猛暑日が続く夏休み、川の事故がニュースで流れることがあります。 

心地よい尾瀬での集合写真 

雄大な自然を説明する岸先生      植物の生態を説明          コバギボウシ 

上流の石の大きさを体感 



- 5 - 

 

そのため、川での活動を躊躇する状況になりやすいのですが、夢の森公

園のプログラムで活動することで、安全かつ安心して体験することがで

きました。今回はゴール地点でカモシカが参加者を待ち受けているとい

うサプライズもありました。「柏崎にこんな神秘的な風景の場所がある

のか」、「ぜひ多くの子どもたちにも体験させたい」など、参加してくだ

さった先生方が口々におっしゃいました。 

 夢の森公園のプログラムには学校の教育活動に生かせるたくさんの

素晴らしいプログラムが用意されています。活用方法もさまざまで、丁

寧に相談にものってくださいます。教育活動での楽しい利用を検討して

みてください。 

 

夏休み自然体験研修 その３ 地層観察会 

◇日時  ７月２７日（月） 

◇講師  瑞穂中学校 校長  岸 勝巳 様 

 「大地のつくり」の学習をする際に、教師がとらえておきたい柏崎

刈羽の地層を観察しました。椎谷海岸→鯖石川河口→御野立公園→向

陽町切土面→石川峠を巡り、柏崎刈羽の地盤がどのように形成されて

いるのかをとらえました。そして、児童生徒にどんなことを伝えてい

くのかをイメージしたり、参加した先生方で話し合ったりしました。 

 

 

夏休み自然体験研修 その４ 星空観察会 

◇日時  ８月７日（金） 

◇講師  教育センター 副所長  山田 智  

町明かりから遠く、多くの星を観察できる綾子舞会館の駐車場を会場

にして、星空観察会を行いました。観察会を始めた１９時頃に雲が空を

覆いましたが、２０時頃には雲がなくなり、土星の輪や夏の大三角形、

天の川を観察することができました。プラネタリウムや iPad、宇宙の不

思議やスケールの大きさを体験する実験も準備していきましたが、やは

り実天観察に勝るものはありません。街中では見ることのできない星空

に、多くの参加者が感動しました。 

 

 

 

＜要請研修・研修サポート＞ 

○ 剣野小学校科学クラブ 
◇「シャーベットづくり」 ７月２１日（火）実施 

 氷に塩をかけると（理論上では）－２０度まで温度が下がります。

この性質を利用してジュースを凍らせてシャーベットを作りました。

１００％ジュース、２０％のジュース、炭酸飲料の３種類のシャーベ

ットを作りました。さて、どれが一番おいしいシャーベットになった

でしょうか？

滝壺を泳いで渡りました 

１万年前の新しい層を観察 

上：星空の見方の説明を聞く参加者 

下：天体望遠鏡を設置 

氷に塩をかけると温度が下が

ることを実験中 

カモシカ 

発見！ 
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○ 日吉小学校 ネイチャークラフト教室 
◇「葉脈標本づくり」 ７月２１日（火）実施 

 東京の小学校との交流学習のプログラムの一つとして、ツバキの葉脈

標本を作製しました。合言葉は「トントン、シャブシャブ」。葉の肉を

優しく強く叩き落とし、ラミネートでパウチしてしおりに仕上げました。

赤や緑で染めてオリジナルの葉脈標本を作製することができました。 

 

○ 荒浜小学校 星空観察会 
◇７月２３日（木）実施 

 あいにくの天候であったため、体育館の中で体験的な星空観察

会を行いました。油井宇宙飛行士が宇宙に飛び立った日であった

ので、ロケットが宇宙に飛び出す力を考えたり、惑星が宇宙の中

で安定していられるための仕組みを体験したりしました。また、

プラネタリウムや iPadを使った疑似体験を行い、星空への関心を

高める会になりました。 

 

 

【９月の研修会のご案内】 

○ プラネタリウム操作技能習得講座② 
◇日時  ９月１２日（土） １５：００～ 

◇場所  柏崎市立博物館 

◇講師  教育センター 副所長  山田 智 

◇内容 

 博物館にあるプラネタリウムの投影技術を身に付け、子どもたちや市民に向けて星空解説ができるよう

になることを目的とします。満天の星空のもと、自分なりの解説を行う醍醐味を体験することができます。 

 

○ プラネタリウムで授業を！（中３理科） 
◇日時  ９月１５日（火） １５：００～ 

◇場所  柏崎市立博物館 

◇講師  博物館 学芸員  佐藤 俊男   教育センター 副所長  山田 智 

◇内容 

 博物館プラネタリウムを活用した模擬授業を行います。「地球と宇宙」の学習を進めていくうえで、月や

星の動きをイメージさせるのではなく、プラネタリウムを用いて実際の動きを再現し、学習に活用してい

きます。希望があれば、実際にプラネタリウム投影機の操作も体験できます。 

 

☆☆理科授業の小ネタ☆☆ 

 ムラサキキャベツのゆで汁を用いてｐH 試験液を作ることはよく知られてい

ますが、赤シソでも同じような試験液を作ることができます。赤シソを採取し、

夏の暑い時季を利用して乾燥させて保管しておけば、冬の小６年「水溶液の性

質」や、春の中３年「化学変化とイオン」の学習ですぐに用いることができま

す。ある程度の量をチャック付の袋に、小分けにして保管しておくと使いやす

いでしょう。

歯ブラシで葉肉を落とします 

iPadで星空を観察 
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夏休み明けで多忙な時期とは思いますが、より多くの児童生徒が出品・発表ができますように、

計画的なご準備をお願いします。 

 

第５０回柏崎刈羽地区児童生徒科学作品展＜９月１１～２７日・博物館＞ 

申し込み締め切り・・・９月４日（金) 

  申込書に必要事項を記入し、メールで教育センター科学まで（kagaku@kenet.ed.jp） 

作品搬入・・・・・・・９月 ８日（火）１２：００～１６：００ 

９日（水） ９：００～１２：００（厳守） 

   作品搬入時に、部門ごとに申込書に職印を押印したものを持参する。 

   作品には作品添付票、レポートをつける。 

☆搬入の際、個人用の梱包材や風呂敷等を使用している時はそれらにも必ず記名をお願

いします。 

 

第５０回柏崎刈羽地区児童生徒科学研究発表会＜１０月５日（月）・アルフォーレ＞ 

用意する物 締め切り 

①申込書(Excelファイル） 

申込書に必要事項を記入し、教育センター科学へメールで送

付・添付する。（kagaku@kenet.ed.jp） 

９月２４日(木） 

②申込書 

①を印刷し、職印を押したもの 
９月２８日（月） 

③研究概要 

Ａ４版表裏印刷１～２枚 １５０部印刷(製本はしない) 

☆ＰＣを使って発表する場合、データをＣＤ－Ｒに保存し、教

育センターへ提出する。 
１０月１日（木） 

 

※デジタルデータは、ウイルスチェックを必ず行うようお願いします。 

パワーポイントを使用する場合は PowerPoint2013以前で保存してください。 

 

今年の「いきいきわくわく科学賞２０１５参加記念バッジ」はこれだ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低温科学というものがあることを知りました。 

新潟県には雪の多い地域がたくさんあります。生活する上で、冬は

大変厳しい季節ですが、冬に降る雪には結晶という美しい姿があるこ

とを知りました。その姿は千差万別で、形作っていく過程も様々な形

に変化していくことを知りました。 

気温と空気中の水蒸気が関係し、結晶を成長させていく仕組みは、

私にとって最近見付けた不思議さにあふれる科学です。 

自然や身のまわりにある不思議にたくさん気付くことが、科学に興味を持つ一歩になると思います。

子どもたちにもそうあってほしいと願い、雪の結晶をモチーフに選びました。 

                            村上市立村上東中学校 

                                嶺岸 真紀子 
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平成２７年度 柏崎市立教育センター       教育相談班だより ８月号 

  

                      
 〒９４５－１３５５ 

柏崎市大字軽井川４８０３－２ 

ＴＥＬ ０２５７（２３）４５９１（代表） 

ＦＡＸ ０２５７（２３）４６１０ 

E-mail  soudan @ kenet.ed.jp 

 

   

 

 

 

 

 

 

☆☆☆ふれあいルームより☆☆☆ 

≪バス課外活動≫ 7/10 

 今年度、１回目のバス課外活動は、３月に開通した北陸新幹線「上越

妙高駅」をコースに入れ、上越方面へ行ってきました。まずは、上越水

族館。夏休みに開催される「イルカショー」は、残念ながら翌日からで

したが、リハーサル風景を見ることができました。アザラシの立ち姿、

泳ぎを覚えたてのペンギンのかわいい

姿にみんなで癒されました。次に、上

越科学館へ。「人類の進化」「からだの

しくみ」など体験しながら学ぶことができる施設で、子どもたちは体と頭を

使い楽しみました。昼食をとり、いよいよ、北陸新幹線「Ｗ７系」を見に上

越妙高駅へ。内装に越後杉などを使った木の香りがする駅舎。外壁は高田公

園の桜と雪景色というテーマでデザインされていました。平日ということも

あり、ゆったり、のんびり見学することができました。新幹線は入場券を買い、ホームで見ました。普段あま

り鉄道に興味のない子も、新幹線の白地に青と金の車両の勇姿に感動し、鉄道ファン気分を味わっていました。

いつもと違った環境で、子どもたちの表情は和らぎ、気持ちも解放的になり、楽しい一日を過ごすことができ

ました。 

 ≪カレー作り≫ 7/23 

  前期前半終了日にみんなで育てた「ふれあい産野菜」じゃがいも、トマト、

キュウリ、なす、オクラ、とうがらしを使ってカレー作りをしました。楽しく

調理し、みんなで前期前半の振り返りをしながら試食しました。一人ずつ、が

んばれたこと、がんばれなかったことを話すことができました。 

（ふれあいルーム指導員 須藤 直子） 

 

 

 

 

 

 
 

心の窓 No.1９２ 

 

≪カウンセリングルーム≫ 

※いろいろ体験グループ（ＳＳＴ）保護者会 

 ４日（金）15:00~16:30 小学生Ａ・Ｂグループ 

１１日（金）15:00~16:30 小学生Ｃグループ 

１７日（木）15:00~16:30 中学生①グループ 

１８日（金）15:00~16:30 中学生②グループ 

≪ふれあいルーム≫ 

１４日（月） ソフィアセンター 

１６日（水） 博物館見学 

１６日（水）～１８日（金）三者面談 

２９日（火）～３０日（水）妙高宿泊体験 

  

 

 

           

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

教育相談班 ９月の予定 
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テーマ「あなたにとってメディアとは？」 

～メディアトラブル  あなたならどうしますか～ 

 

育成センター通信 
０８54 

柏崎市青少年育成センター 

〒945-1355柏崎市大字軽井川４８０３番地２ 

℡0257-20-7601 FAX0257-23-4610 

ikusei@city.kashiwazaki.lg.jp  

 

９・10 月 の 予 定 
日 曜 こ  と  が  ら 日 曜 こ  と  が  ら 

9月1（火）

～7（月） 

下校育成活動（柏崎駅周辺） 

２日（水）は早朝育成活動 

10月

３ 
土 

子ども・若者育成支援強調月間啓発  

小学校PTA育成活動 

12 土 小学校PTA育成活動 6 火 下校育成活動（柏崎駅周辺） 

18 金 夜間育成活動 16 金 夜間育成活動 

25 金 昼間育成活動 26 月 昼間育成活動  

第３５回中高生と大人の座談会  中高生の夏休みワークショップ  

  

 ８月９日（日）、市民プラザにおいて中高生と大人の座談会を実施しました。 

 新潟県警察本部サイバー犯罪対策課対策主任上野敦子さんの 

基調講演は、中高生のメディアトラブルの事例紹介。県内にも 

こんなにメディアトラブルや犯罪があったなんて・・・。 

 参加者から、驚きの声が上がりました。 

 さあ、いよいよワークショップの開始です。高校生の進行で 

講演を聴いた感想を話した後、想定される様々なメディアトラ 

ブルを出し合い、対策を話し合いました。 

                初めて顔を合わせた人とのワークショップに初めは緊張気味だった生徒た

ちも、発表の準備をするころにはすっかり打ち解けた様子でした。高校生の

リードはさすが。中学生からよく意見がでる。情報リテラシーがどうのこう

の・・・。関心しきりです。 

                最後に、７グループが順次発表。役割 

分担も適材適所です。（じゃんけんで分担 

を決めたところもありましたが・・・） 

                今回は、青少年育成委員も４グループ 

に分かれて生徒たちと同じテーマでワー 

クショップに取り組みました。基調講演 

に分からない言葉がいっぱい出てきて戸惑っていた大人たちも、生徒たちに 

これだけは言いたいとコミュニケーション能力の低下など心と身体の発達へ

の影響について発表で力説しました。
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 インターネット上に秘密はない 
 

「そんなことはない。ラインを始めとする「コミュニティサイト」は仲間だけの閉ざされた世界ですよ。」と

いう反論が聞こえてくる。スクショ（スクリーンショット）をご存知ですか。画面を丸ごとコピーしてしまう

機能を使えば、そのコミュニティサイトの外にも簡単に発信されてしまいます。コミュニティサイトであって

も、ネットに書き込むということは、世界中に向かって情報発信するということになるのです。一度発信され

た情報は、瞬時に広がり誰でもが見ることができる状態になり、削除することは不可能です。削除できたとし

てもスクショ版が世界中を飛び回っていると考えた方がいいでしょう。 

 こうしたネットの特性が予期せぬ結果を招くことがあります。 

 部活で陽菜ともめた。ムカついたからコミュニティサイトの掲示板に陽菜の悪口をちょっとだけ書いた。そ

したら、誰かがもっとひどいことを書いてきた。少し怖くなって「でも、陽菜ってイイとこもあるよね。」と書

いたけど・・・。ダメ。遅かったみたい。次の日から陽菜は学校へ来なくなった。翌日、掲示板を見たら「初

めに陽菜の悪口を書いた奴を探せ！」と書き込まれていた。「どうしよう？？？」 

 一度「炎上」したら、抑えることはできません。日常が集められ組み合わされることによって個人が特定さ

れるまでに半日と掛からないと言われています。あっという間に顔写真まで出回り、家族のことまで晒される

こともあります。 

 ６月８日堤千賀子 茨城県メディア教育指導員、８月９日上野敦子 新潟県警サイバー犯罪対策課対策主任、

お二人の講演をお聴きして、子どもにも大人にも継続した情報モラル教育が求められていると強く感じました。 

 ネット問題を理解するために隠語・用語を掲載します。 

バイトテロ バイトで働く人が、働き先において迷惑行為をおこなうこと 

バカッター バカとツイッターを組み合わせた言葉 

パクツイ パクリツイート 他人の書き込みをコピーし、Twitterにそのまま書き込むこと 

病み期 精神的に辛く落ち込んでいる時期のこと 

リア充 実際の生活（リアル）が充実している人のこと 

わず was 過去を意味する言葉  例：バイトわず（アルバイトに行ってきた） 

ＫＳ 
既読スルーの略。主にLINE 利用者が使用する。「既読無視」や「既読ブッチ」とも言

われる。役に立たない、つまらないという意味で「KS（カス）」と使われることもある。 

ｋｗｓｋ 「詳しく」の意。詳細を聞きたい時などに使用する。 

ＪＳ 女子小学生のこと 

ＪＣ 女子中生のこと 

ＪＫ 女子高学生のこと 

ＬＪＫ 
Last Josi Kosei（ラスト女子高生）高校３年生女子生徒のこと 

中学３年生女子生徒はLJC 

Ｗ 

笑い（warai）を表す。（笑い）などに相当する文字 

wwwwと連続させると草が生えているように見えることから、「草
くさ

生
は

える」や 

「草
くさ

不可避
ふ か ひ

」（笑うしかない状態）ともいう。 

ふぁぼ（ファボ） 
英語のｆａｖｏｒｉｔｅが語源。Twitter 上で、他人のつぶやきを「お気に入り」に登

録すること。「お気に入り」に登録する行為を、「ふぁぼる」という。 

東京都教育庁指導事例集から
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「晴れ」の効果 

 

科学技術教育センター協力員 渥美 猛 

 

小学校に勤めていると、男性教員は体育主任を任

されることが多い。「運動会を晴れにすることが体育

主任の責務」と言われたものである。天候というも

のは非常に大切で、活動のしやすさが変わるだけで

はなく、心に残す印象も大きく変わるものである。 

スキーが好きでよく仲間と出かけたが、難易度や

移動時間でスキー場は選ばない。晴れているスキー

場で滑ることを最優先にして決めてきた。特に、初

めてスキーをする人と一緒にスキーに行くときには、

天候条件の良いスキー場を選ぶことにしていた。晴

れているゲレンデは気持ちが良い。気持ちが良い中

で滑れば、例えたくさん転んでも、また来たいとい

う気持ちになってくれる。しかし、雪風がある中で

のスキーは、量にもよるが、大変だった・冷たかっ

たという負の思いが強く残ってしまう。 

今年、科学技術教育センターのスタッフになり、

主催側として研修講座を運営してきた。理科の研修

が中心であるので、もちろん野外で行う研修もある。

春の植物観察会、科学研究応援プロジェクト、地層

観察会、星空観察会、そして宿泊野外研修。これら、

野外で行う研修全てで天気を味方につけてきた。い

わゆる「晴れ男」なのだと思う。特に宿泊野外研修

の「晴れた尾瀬」はとても気持ちが良かった。 

今後もたくさんの研修を予定している。研修内容

が肝心であることはもちろんであるが、気持ちよく

研修を受けることができたと思っていただけるよう

に、天候に恵まれることを祈っている。  

日 曜 研修・行事・会議

1 火
研:さわやか学校プロジェクト②

育:下校育成活動

2 水 育:早朝育成活動

3 木 育:下校育成活動

4 金
研:幼稚園保育園職員講座

相:SST保護者会小A・B 15:00-

育:下校育成活動

5 土

6 日

7 月
研:コミュニケーション力向上力育成9:50-（内郷小）

相:班会議13:00-

育:下校育成活動

8 火 研:学びすっきりプロジェクト研究主任会14:30-

9 水 研:食物アレルギーとエピペン使用について15:30-

10 木 科:科学作品展審査会(博物館)

11 金
相:SST保護者会小C 15:00-

科:第50回柏崎刈羽地区児童生徒科学作品展～27日まで(博物館)

12 土
科:プラネタリウム操作技能習得講座②15:00-(博物館)

育:小学校ＰＴＡ育成活動

13 日

14 月 ふ:ソフィアセンター 10:00-11:45

15 火 科:プラネタリウムで授業を!(中3)15：00-(博物館)

16 水
研:発達の特性のある子どもへの指導・支援

ふ:博物館見学 9:30-11:45   ふ:三者面談

17 木
相:SST保護者会中① 15:00-

ふ:三者面談

18 金
相:SST保護者会中② 15:00-

ふ:三者面談

育:夜間育成活動

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金 育:昼間育成活動

26 土

27 日

28 月 相:班会議13:00-

29 火
研:食物アレルギーマニュアル説明会

ふ:妙高宿泊体験 9:30発

科:科学作品展表彰式16:00-(博物館)

30 水
ふ:妙高宿泊体験 14:20着

情:フリーＱ＆Ａ

1 木

９月の行事予定表

研・教育研究班　　科・科学技術教育　　相・教育相談班
ふ・ふれあいルーム　情・情報教育研修　育:育成センター

所 員 随 想 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒945-1355 柏崎市大字軽井川４８０３番地２（新潟産業大学キャンパス内） 

※路線バスは、柏崎駅南口から新潟産業大学行きをご利用ください。 

※車でお越しの方は、キャンパス内では徐行をお願いします。 

 

 

教育センター代表ＴＥＬ：０２５７－２３－４５９１ 

代表ＦＡＸ：０２５７－２３－４６１０ 

E-mail：k-center@city.kashiwazaki.lg.jp 

教育研究班・情報教育ＴＥＬ：０２５７－２３－１１６８ 

E-mail：kec@kenet.ed.jp 

教育研究班（科学技術教育）ＴＥＬ：０２５７－２０－０２１２ 

E-mail：kagaku@kenet.ed.jp 

教育相談班（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾙｰﾑ）ＴＥＬ：０２５７－３２－３３９７ 

E-mail：soudan@kenet.ed.jp 

教育相談班（いじめ不登校電話相談） 

ＴＥＬ：０２５７－２２－４１１５ 

青少年育成センターＴＥＬ：０２５７－２０－７６０１ 

E-mail：ikusei@city.kashiwazaki.lg.jp 

教育情報支援システム URL：http://kedu.kenet.ed.jp 

 

 

 

柏崎・夢の森公園 

ここです 

柏崎駅南口 

県道 

野田西本線 

国道８号線 

北陸自動車道 

国道 

３５３号線 

新潟工科 

大学 

国道 

２５２号線 

県道鯨波宮川線 

市道７－１号線 

市道 

９－１号線 

新潟産業 

大学 

←至上越 至長岡→ 
柏崎 

ＩＣ 

南中学校 

枇杷島 

小学校 

教育センター 

案 内 図 

国道８号バイパス 

平成２７年８月発行 

Ｐ 

教科書センター利用案内 

 柏崎刈羽の小中学校

で使用している教科書

のほか、全教科書会社の

小中学校の教科書各２

冊、高等学校の教科書各

１冊を備え付けていま

す。どなたでも閲覧する

ことができるほか、小・

中学校の教科書は貸し

出しも行っています。 

 教育センター研修

講座等のついでに、ぜ

ひご利用ください。 
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